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相原隆充
実習期間：2014年 6 月 2 日~ 6 月2７日（ 4 週間）
実習病院：ルール大学ボッフム校附属
　　　　　ノルトライン＝ヴェストファーレン心臓・糖尿病センター

































































見ることができます。また，小児の先天性心疾患の手術も見学できます。 1 日 2 ， 3 件の手術を見学する事
ができる 1 ヵ月は，心臓外科医を志す私にとって非常に刺激的な毎日でした。
　また，私にとって実習以上に意義のあった 1 日がありました。ある日，サッカー W杯のドイツ戦を観戦
するために，実習終わりに街に飲みに出かけました。そこで，同い年の日本人に出会いました。彼は高校時
代に拡張型心筋症を患い，ドイツに渡り心臓移植を受け，今は日本で働きながら年に 1 回の検診のためにド
イツに来ていました。 1 ヵ月という短い滞在期間に，心臓移植を受けた同い年の日本人に会えるとは夢にも
思いませんでした。一緒にドイツを応援しながら，彼は 2 リットルのビールを涼しい顔で飲んでいました。
健康で活躍している彼の姿を見て，心臓外科というものが人の人生に大きく関わる事ができる職業であり，
またその責任も重大なものであるということを改めて実感しました。
上〈病院玄関〉
中〈移植心の入った箱〉
左〈手術予定〉
〈術野に入る私〉
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　今回の実習を通して，海外で 1 ヵ月過ごしたことで度胸もつき，様々
な経験から医師という職業に対するモチベーションもさらに高まり，非
常に充実した日々を過ごす事ができました。渡航前は，海外実習を選択
する学生は，毎年優秀な学生が多いというイメージがありました。しか
し，優秀でもない学生の私でも，ドイツ語も英語もまともに喋れない私
でも， 1 ヵ月なんとか生活することができました。この報告書を読んだ
後輩たちにはぜひ臨床実習で海外を選択してもらいたいです。海外での
生活は不安だし，部活にも行けないし，勉強も日本に居るほうが捗るし，
いろいろ犠牲にするものはあるかもしれませんが，それ以上に得るもの
は大きいと思います。そして何より楽しいです！！！！
　最後になりましたが，今回の実習の実現にご尽力いただいた第一外科の先生方，富山大学の先生や事務の
方，北関東循環器病院の南先生，現地でお世話になった先生方，スタッフに心より感謝申し上げます。
〈ベルリンで街の酔っ払いと〉
